
バックアップの操作手順

この手順書では、 Uniview製ネットワークレコーダからUSBメモリに録画した映像のバックアップデータを保存する
操作手順を説明します。
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1.USBメモリの接続
2

前面、または背面端子にUSBメモリを接続する
※ 使用可能なUSBメモリは「FAT32フォーマット」のUSBメモリに限る

前面

背面
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2-1.「バックアップ」画面の表示

2. 「録画」を開く

1. 「メニュー」内、「バックアップ」を
開く



4
2-2.バックアップデータ検索画面

この画面ではまず、以下の各項目を選択して録画データの検索を行います

次ページ以降でそれぞれの選択方法を説明します

●バックアップを行うカメラ
●録画タイプ
●イベントタイプ
●VCAタイプ
●ファイルタイプ
●開始時間
●終了時間
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2-3.バックアップカメラの選択

バックアップを行うカメラにチェックを入
れる
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2-4.「録画タイプ」の選択

バックアップする録画データの種類として「録画タイプ」を選択

※ 録画タイプで「イベント」以外を選択した場合、イベントタイプ(P.7)、VCAタイプ(P.8)の選択は必要ありません

 すべて ：録画タイプに関わらず、すべての録画データを検索
 ノーマル ：ノーマル録画により録画した録画データのみを検索
 イベント ：イベント録画により録画した録画データのみを検索
 マニュアル ：マニュアル録画により録画した録画データのみを検索



2-5.「イベントタイプ」の選択
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検索するイベントの種類として「イベントタイプ」を選択

※イベントタイプで「VCA」以外を選択した場合、VCAタイプ(P.8)の選択は必要ありません

 すべて ：すべてのイベントタイプを検索
 動体検知 ：動体検知を検索
 アラーム ：アラーム録画を検索
 動体検知とアラーム ：動体検知とアラーム録画を検索
 胴体検知またはアラーム ：動体検知またはアラーム録画を検索
 ビデオロス ：ビデオロスを検索
 VCA ：VCAを検索
 POS ：使用しません



2-6.「VCAタイプ」の選択
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検索するVCAの種類として「VCAタイプ」を選択

※VCAとは：レコーダーではなく、カメラ側で映像を解析する機能のこと

 すべて ：すべてのVCAタイプを検索
 顔検知 ：顔検知を検索
 クロスライン検知 ：クロスラインを検索
 侵入検知 ：侵入検知を検索
 音声検知 ：音声検知を検索
 デフォーカス検知 ：デフォーカス検知を検索
 自動追跡 ：自動追跡を検索



2-7.「ファイルタイプ」の選択
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検索するファイルの種類として「ファイルタイプ」を選択

※ 録画映像の保護は、検索・再生画面で行います
詳細については「録画再生の操作手順」を参照

 すべて ：すべてのファイルタイプを検索
 保護 ：保護データのみを検索
 解除 ：保護データ以外を検索



2-8.「開始・終了時間」の選択
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検索するバックアップデータの検索範囲として、
「開始時間・終了時間」を選択



2-９.バックアップデータの検索
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バックアップ条件(P.5～P.10)を設定後、「検索」をクリックする
クリック後、検索結果が表示される
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3.検索結果 バックアップデータの選択

1. 検索結果からバックアップを行う
データにチェックを入れる

2. データの「必要容量」をメモなど
に控える 3. 「バックアップ」をクリックする
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4-1.USBメモリ 保存先フォルダの設定

「新フォルダー」をクリックする
※ USBメモリ直下にデータを保存する場合、フォルダ

作成を含む以降の操作は不要です
4-4.USBメモリ 保存先フォルダの確認(P.16)
の操作まで進んでください
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4-2.USBメモリ 保存先フォルダの作成

1. 「フォルダ名」に任意の名前を入力する

2. 「確認」をクリックする
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4-3.USBメモリ 保存先フォルダの選択

作成したフォルダをクリックする
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4-4.USBメモリ 保存先の確認

1. 「ロケーション」で保存先を確認する

2. 「バックアップ」をクリックする
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5-1.バックアップの開始

バックアップが開始されると以下のようなタスクバーが表示
される
※ バックアップ中に「キャンセル」をクリックするとバックアップ処理を中断

することが可能
中断時点で、すでにバックアップが完了しているファイルに関しては
USBメモリに保存される
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5-2.バックアップの完了

バックアップが完了すると以下のような画面が
表示されるので、「確認」をクリックする



6.USBメモリの取り外し
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前面、または背面端子に接続したUSB
メモリを取り外す

前面

背面
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7-1.バックアップデータの再生

PCにUSBメモリを接続し、バックアップデータをクリックする
※ バックアップデータは「.mp4形式」で各チャンネルごと最大255MBに

区切られたデータで出力される
再生にはPCで汎用の動画再生ソフト(.mp4の再生に対応したもの)を
使用する
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7-2.バックアップデータの再生画面

※ レコーダー側からは、録画データに時刻や
カメラ名は付与されません

録画データに時刻を表示するためには、
カメラ側のOSD表示をあらかじめ表示す
るように設定して録画する必要があります

詳細については別資料「カメラ接続手順」
を参照


